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３月金属課ヒアリング   メーカー値上げだが転嫁未達で推移 

 ３月１５日（水）午後１時３０分より経済産業

省内で金属課ヒアリングが開催された。席上、全

鉄連の阪上会長は「１～３月の条鋼建材品種の荷

動きがやや悪く、前年割れの動きとなっている。

鉄筋の新規成約は超低調だが、先週のスクラップ

反騰でゼネコン、下店からの発注、打診が増えて

いる。Ｈ形鋼は２月が非常な低水準だった。前期

の反動と思われる。薄板は前年比、前期比ともプ

ラスで推移している。コラムには先高感による仮

需が出ている。鋼管も若干仮需が発生している

が、４～６月は前期比多少の減少と思う。関西地

区での一般形鋼が長期低落傾向にあり、気がかり

だ。全般的には悪くも良くもない状況で、在庫が

増加気味だが、過剰感はない」と景況感を述べ流

通の課題として「メーカー値上げが実行されてい

るが、転嫁未達であるなか、更なる値上げが控え

ている。なんとしても転嫁を完遂しなければなら

ない。物件単位での発注がメーカーに直接入り、

店売りでの調達が縮小されている。これにより発

注の振幅が大きくなり、平準化が図れなくなって

いる」と述べた。 

一方、金属課からは新日鐵住金大分の事故の影

響について質問があった。これに対し、全鉄連か

らは「影響なし、それにより需給が逼迫していな

い」との見解であった。また、ミルシート取り扱

いについては、掛かる経費が販売側の負担とな

り、サービス化している実態は改善すべきである

としているが、全鉄連としてこの課題にどのよう

に関与していくか、金属課としても適切な助言し

ていきたいとのことだった。 

流動調査２月実績     １月、２月と販売低水準、在庫は増加 

 ２月実績では前月比で仕入増加、販売微増、前

年比では仕入は４カ月振りに下回り、販売は２ヶ

月連続減少している。在庫は前月比３カ月連続増

加、前年比では昨年５月以来１０カ月連続減少と

なったが、減少幅は減る傾向にある。２月は暦の

関係で稼働日数が少ないため販売減となるが、１

月に続き販売実績１７万トン台は、足元の荷動き

の悪さを現しているとも言える。在庫率は販売微

増、在庫増加により 128.1ポイントと前月に続き

上昇した。品種別に見ると仕入では前月比でコラ

ム、Ｃ形鋼以外増加し、前年比では異形棒鋼、Ｃ

形鋼以外増加している。販売では前月比でコラム

が著減、溝形鋼が減少、それ以外の品種は増加し

ているが、増加幅は低い。前年比ではコラム、Ｃ

形鋼が共に微増、その他の品種は減少している。

在庫は前月比で異形棒鋼以外の品種が増加。特に

Ｈ形鋼は１割以上の増加となっている。前年比で

は異形棒鋼、溝形鋼が共に微増、コラムが増加、

Ｃ形鋼は微減、山形鋼、Ｈ形鋼が減少している。

ときわ会２月末在庫では 199,700トン、前月比＋

7.5％と３カ月連続増加している。１月帳破明け以

降、先細り商況が２月になっても続いており、需

要増加の実感はない。 

（注）①調査開始、昭和４８年４月。②調査対象企業 東京３１、大阪２１、愛知１５、計６７社。③平

成１２年４月、本調査の対象品種見直しを行い、プレーン、不等辺、Ｉ形鋼、デッキ・キーストンを除

外し、コラムを追加した。 

 （単位：トン、％） 
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 仕入量 前月比 前年比 販売量 前月比 前年比 在庫量 前月比 前年比 

異形棒鋼 75,261 100.5 97.1 76,125 101.1 97.7 18,389 95.5 100.4 

山形鋼 24,848 100.3 101.9 24,111 101.3 93.0 49,905 101.5 97.9 

溝形鋼 17,806 104.3 101.2 16,032 95.8 93.7 33,235 105.6 100.7 

H形鋼 59,106 105.1 100.3 49,812 101.5 91.7 92,259 111.2 94.7 

コラム 8,474 96.8 106.8 7,217 88.1 100.8 25,047 105.3 101.4 

Ｃ形鋼 5,664 96.4 88.8 5,384 100.1 100.8 9,998 102.9 99.6 

合計 191,159 101.9 96.2 178,681  100.1 95.1 228,833 105.8 97.6 

３月業況アンケート結果   堅調な市場動向、収益性も維持 

多くのみなさまの声を反映するためアンケート調査にご協力を！ 

 この調査は全鉄連理事・幹事会社１５１社を対象に毎月実施している。数量調査ではないが、鋼材市

場の現状が結果に現れている。回答６０社（39.7％）＊DI=A×２＋B×１－D×１－E×２ 

問１ ２月の売上数量・金額の前年同月比 

  A10％以上増 B５％以上増 C ほぼ横ばい  D５％以上減  E10％以上減 計・DI 前回実績 

売上数量（％）   ７（１２％）   ７（１２％）  ２９（４８％）  １０（１６％）   ７（１２％） ６０・－ ５ ６３・－ ２ 

売上金額（％）   ７（１２％）   ７（１２％）  ２８（４６％）  １２（２０％）   ６（１０％） ６０・－ ５ ６３・＋１６ 

 数量、売上金額とも微減。１月帳破明けからの停滞感を引きずり、商況一服。 

問２ ２月の企業収益状況 

  A 黒字 B 若干黒字 C 収支トントン  D 若干赤字  E 赤字 計・DI 前回実績 

収益状況（％） １３（２２％） ２５（４２％） １１（１８％） ９（１５％） ２（３％） ６０・＋６３ ６３・＋５４ 

 前年２月のＤＩは＋２８、前々年は＋３１であった。収益面での改善は維持されている。 

問３ ３月販売量の前月比 

  A かなり増加 B やや増加 C ほぼ横ばい  D やや減少  E 減少 計・DI 前回実績 

公共建設 １ ９ ２２ １２ ３ ４７・－１５ ４６・－１１ 

民間建設  １３ ２２ １ １ ３７・－ ４ ５４・－ ４ 

自動車  ５ ２３ ２  ３０・＋１０ ３１・－ ３ 

その他需要家 １ １０ ３１ １３  ５４・－ ２ ５４・－ ４ 

仲間取引  ７ ２７ １５  ４９・－１６ ５２・－２７ 

計・比率 ２（１％） ４４（２０％） １２５（５７％） ４３（２０％） ４（２％） ２１８・－ １ ２３７・－ ９ 

 建設は公共、民間とも低調。自動車はやや上向きに転ずる。 

問４ ４～６月の需要動向予測 

  A 増加 B 微増 C ほぼ横ばい  D 微減  E 減少 計・DI 前回実績 

需要動向予測  ２１（３６％） ２９（４９％） ５（ ８％） ４（７％） ５９・＋１４ ６３・＋２２ 

 前年３月のＤＩは－２０と期待薄感なし。今年はある程度の期待感はあるが、１月、２月と数値は減
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少。来期の需要は１～３月期の微増との見極めがついてきたようだ。 

各地区団体活動報告 ＊加盟各団体からの報告を掲載。 

東京鉄鋼販売業連合会（齊藤栄一会長） 

 ４月１９日（水）２０日（木）の両日、第５４

回鉄鋼新人・中堅社員教養講座を開催。初日は浦

安鉄鋼会館において講義を聴講。翌日は新日鐵住

金㈱君津製鉄所を見学。 

 大阪鉄鋼流通協会（阪上正章会長） 

①４月８日（土）西宮カントリー倶楽部にて春

季ゴルフ会を開催。 

②４月１４日（金）大阪鐵鋼会館で新人・若手

研修会を開催。本事業は大阪鉄商組合との共催に

より、毎年４月に実施している。 

愛知鐵鋼販売業連合会（林義隆会長） 

 ５月１６日（火）午後５時より名古屋マリオッ

トホテルで総会を開催。その後、贊助会員を交え

懇親会を行う。 

東北鉄鋼販売業連合会（齋藤芳郎会長） 

 ４月１４日（金）仙台市内「パレスへいあん」

において総会を開催。同日それに先立ち第３０回

東北鉄連親睦ゴルフ大会を泉国際ゴルフ倶楽部で

行う。 

静岡県鉄鋼販売連合会（近藤千秋会長） 

５月１８日（木）総会を静岡市内「グランディエ

ール・ブケトーカイ」で開催する。 

三重県鉄鋼特約店組合（須藤清昭理事長） 

５月１２日（金）桑名市内「日の出」において

総会を開催。 

石川県鉄鋼会（南昭武会長） 

４月５日（水）総会を金沢市内「ガーデンホテル

金沢」にて開催。全鉄連・阪上会長を囲んでの座談

会も併催する。 

富山県鐵鋼会（井上敏夫会長） 

５月１４日（日）呉羽カントリークラブにおい

て総会並びにゴルフコンペを行う。 

（了） 

 


